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2018年6月18日大阪府北部の地震（DD法による震源分布）
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- 大阪府北部において発生したMJMA6.1の地震の後の震源分布は, 本地震の震源の北側と
  南側で異なる. (北側ではほぼ東傾斜の面状に, 南側では南東に高角度の傾斜を持つ面状に分布)
- 余震分布は, 5km程度の広がりを持つ.
- 本地震の震源は, 余震域の最深部付近に位置している.
- Hi-netの初動解(逆断層型)とF-netのMT解ともに東西圧縮軸を持つ.
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   図（上）一次元構造(鵜川・他 1984)を用いて再決定した本震より北側（左）と南側（右）の震央分布.
　　　　　本震及び主な余震のHi-netとF-netの発震機構解を合わせて示す.
               2018年6月18日0時ー2018年6月30日23時59分に発生した地震を赤丸で示す.
      （下）上図の色塗りされた領域（青とピンク色）の震源をそれぞれの断面に投影した図（左は北側、右は南側）.

波形相関を用いた観測点
到達時刻のみを用いた観測点
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